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重大事故対策 －複合災害や夜間における重大事故対策の成立性・有効性－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第24回ワーキング
（2023.7.6）で議論

可搬型設備を含む重大事故等対処設備は、
地震や津波、竜巻などの自然災害発生時
にも使用可能な設計としていること、ま
た、夜間や悪天候を想定した訓練を実施
していることなどを確認。

自然災害と同時に重大事故が発生した場
合や、悪天候時、夜間に重大事故が発生
した場合でも想定どおりに事故対応でき
るのか。

○可搬型重大事故等対処設備の自然災害時の展開

○夜間や悪天候を想定した訓練の実施

自然現象への対策を講じた保管の例

• 可搬型重大事故等対処設備は、想定される自然現象への対策を講じたうえで
保管を行うとともに、すべての設備が一度に機能を喪失しないよう保管場所
は複数設け、かつ、それぞれ十分離隔する等の対策を講じる。

• 可搬型設備を展開するためのアクセスルートは、設計上想定する地震により
影響を受けないルートを設定するとともに、使用不可になった場合に備え、
複数のルートを設定。

• 夜間の訓練や降雨・降雪などの悪天候
を考慮した訓練のほか、高線量下での
対応を想定した訓練など、様々な状況
を想定した訓練を実施。

• 訓練により、悪条件が操作者の操作や
操作時間に有意な影響を及ぼさないこ
とを確認。

• 要員が満遍なく各訓練を経験できるよ
うに訓練計画を策定。

悪天候等を想定した訓練の例

保管場所の可搬型設備等の固縛

保管場所の可搬型設備の固縛方法の一例

可搬型設備
（固縛対象設備）

連結材（胴巻き）

連結材（連結）

固定材

基礎
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（アンカー部）（アンカー部）

基礎地盤

可搬型設備は、竜巻によって飛ばされて重要な施
設に衝突するなどの悪影響を及ぼさないよう、以
下に示すような固縛策を講じる。

緊張固縛 余長付き固縛
（動き代がある）

地震時に使用する必要がある可搬型設備のうち、転倒
リスクがあるものは「緊張固縛」を実施し、転倒リス
クのないものについては「余長付き固縛」を講じる

悪天候（降雨時）の訓練例

降雨時のホイールローダの運用 降雨時の電源車の
設置・運用

可搬型照明を用いた訓練例

暗所環境下での可搬型代替
注水ポンプ車の設置・運用

可搬型照明を使用
した状態での弁の
開閉操作

LEDライト ヘッドライト

車両に備え付けら
れた照明を活用し
作業を実施するた
め、作業環境は暗
所とはならない。

作業環境が暗所の場合には、
LEDライトやヘッドライト
を携行し、作業環境の照明
を確保して作業に当たる。
また、要員は訓練を通じ作
業を習熟させる。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

